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2011年北里大学看護学研究科卒業。精神看護専門看護師。
地域と病院の連携に向けて、多職種の強みを再確認できるよう院内連携を強化
しつつ、地域関係機関との連携体制構築に向けて｢にも包括｣に取り組んでいる。
日本精神科救急学会理事、災害派遣精神医療チーム（DPAT)インストラクター。
書籍:精神に病をもつ人の看取り: その人らしさを支える手がかり(2021)等
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防災・減災対策マネジメント

≪カリキュラム≫

◆災害とは
◆災害時の基本的な考え方
◆災害時の高齢者や障害がある方の特徴や留意点
◆施設・現場での体制づくり
◆介護福祉サービス事業者に求められる役割

災害が発生した場合、事業所には自力で避難することが
困難な方が多く利用していることから、利用者の安全を確保
するため、災害に備えた十分な対策を講じることが必要です。
講師はＤＰＡＴ事業として被災地域の支援や、隊員の育
成に携わってこられました。いざ災害になった時に事業所とし
てどのような対応を取ればよいのか、豊富な経験を
お話しいただき、そこから事業所として、支援者としてできる
対応を学びます。


